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≪ 集会所(室)をご存じですか？ ≫ 
 

第１集会室・毎水曜日には公社の方が来られて公社の    第２集会所・１,２,８号棟の定例会(会合)で使用。  

「出張所」となります。(10：00～4：00) 便利ですね。   その他の行事等も、申請により使用できます。 

・中央連合自治会の定例会や各棟の定例会等、自治会    （葬儀使用の場合は、葬儀を優先します） 

関連の多くのことはこの集会所で行われます。 ≪両集会所とも、使用後は使用者が元通りの状態に戻します≫ 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

＊使用申込等、詳細は各棟掲示板に掲示されています。 

 

 

 ＊ 成人式雑感 ＊ 
 今年の成人の日は１月１３日。１月１５日だった成人の日が日曜日の翌日となり、 

「今日は成人式だったの？」という感じがすることも。以前は、１月１５日は小正月 

であり、成人式でもありと、特別な日の気がしていたのですが。 

 テレビの情報で失礼ですが、何と、今は親が成人式についていくことが多いとか。 

この昭島ではどうなのでしょう。「成人とは親から独立した一人の社会人になること」なのでは？昨今、い

つまでも親元にいてほしい、いつまでも可愛い子供でいてほしいと願うのが親ということなのでしょうか。

子供が可愛いのは当たり前ですが、そのありようが変わってきているのですね。親が先立った後、しっか

りやっていける人間にしなければ、その子供はどうなるのでしょう。今の子供はなかなか大変だからと、

全部面倒を見てあげる？まあ、親が金持ちで亡くなった後も遺産でその子が生涯裕福に暮らせるのだった

らいいのか……。でも、それって、子供を道具にしているのでは？子供は愛玩動物ではないのですけれど。

そうしていると、子供が自分の意見を持ち、行動していくことを阻害してしまうような気がします。 

 いろんな道や可能性がある子供の将来。一般に、やりたいことへの気持ちを計るのは、反対されても突

き進み、反対の力が大きいにもかかわらず自分の力でやり通すのなら本物という考え方もあります。そん

な尺度はもうなくなっているのでしょうか。反対して嫌われてはいやだから、何でもハイハイと応援する。

でも、応援の仕方を間違えると、社会では通用しない人間になってしまうかも。「あいつ、使えないんだよ

なぁ」と会社の上司や企業の社長から聞くことも増えました。会社でそんなことは言われたくないですね。 

子供の立場では、何でもやってくれる親がいれば楽で、それに越したことはないのでしょうが、そうい

う子供は親の老いに向き合えず、新たな問題が生まれるかもしれません。自立した子供が親と疎遠になる

ことはないし、むしろ節度と労わりをもって親を大事にしてくれるのではないでしょうか。 

頑張れ、新成人！！  前途に幸多かれ！！  応援しています！！  おめでとうございます。 

～ 伝言板 ～  団体・サークルのお知らせなどがありました

ら、内容をメモしたものを自治会集会室前のポストに投函または

中央自治会役員に直接お渡しください。毎月末締切・翌月号に掲

載します。（紙面の都合上、内容の整理をさせていただくことが

ありますので、ご了承ください） 

スタンドパイプ
放水体験 

編集後記 

平成 26年が幕を開けました。 

今年は、皆さんの関心事をもっとたくさん

紙面に載せて、多くの皆さんに楽しんで読ん

でいただけるようにしなければ。 

体制も整え、より多方面の事柄に目を向け

ていきたいと考えています。 

紙面についての感想もお寄せください。 

出来る限りご要望にもお応えしていきた

いと思っています。       

― Ｋ ― 

「絆」を配布 

ゆっくりご覧になりたい方、毎月配ってほしい方は、役員に

一声かけてください。集合ポストに配布いたします。 

棟の役員が会費の集金に伺った時など、いつでもどうぞ。 

 

当日の昭島は寒

いけれど晴天の

佳い日和でした 

第１集会室(６号棟隣)三丁
目アパート集会所バス停前 第２集会所（上宿バス停前） 

 


